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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Comparison of condylar size among different antero-posterior and 
vertical skeletal pattern using cone-beam computed tomography.」について、上記の
主査 1 名、副査 2 名が審査を行った。コーンビームコンピューター断層撮影法を用いて異
なる前後・垂直的骨格パターン間の下顎頭のサイズを比較することを目的とした。166 名
の被験者を対象として、前後的骨格パターンとして正常群(-1 ﾟ≦ANB＜4 ﾟ)、上顎前突群
(ANB≧4 ﾟ)、下顎前突群(ANB＜-1 ﾟ)、垂直的骨格パターンとして短形顔貌群(Mp≦23 ﾟ)、
正常群(23 ﾟ＜Mp＜30 ﾟ)、長形顔貌群(30 ﾟ≦Mp)に分類した。【方法】CBCT 画像を用いて下
顎頭前後幅、下顎頭高さ、下顎頭左右幅を計測した。共変量として性別を使用し、3 つの














1. 計測に用いた機器として CB MercuRay と 3D eXam を用いているが計測値に差はないの 





   認められなかったとしており、この 2 つの機器間において補正は不要である。  





























 主査の馬場委員は両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主  
張をさらに確認するために上記の質問をしたところ、適切な回答が得られた。  
以上の審査結果から、本論分を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。  
（主査が記載） 
